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講義概要  

 

一様分布論では、種々の数列の小数部分の分布が重要な研究対象

である。例えば、等差数列の小数部分が一様に分布するための必要

十分条件は、公差が無理数であることである。一方、等比数列につ

いては未解決の問題が多く残されている。例えば初項 1、公比 

3/2 の等比数列の小数部分が一様に分布するかどうかは未だに解
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決されていない問題である。 

2000年代以降、代数的数を公比にもつ等比数列や、その一般化

である線形回帰数列の小数部分に関する理論が発展してきた。この

研究は、word combinatorics やフラクタル幾何など他分野との

密接な関連を持ちながら進展している。 

本講義では、線形回帰数列の小数部分の一様分布に関する理論的

枠組みと代表的な結果を紹介する。また、未解決問題や他分野との

関係についても、時間の許す限り解説する。 


